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リレートーク 元気の出る実践事例発表一覧 

 

№ 公民館名 概          要 発  表  者 

１ 伊 台 

伊台新春カルタ大会 
 
10分館の対抗戦で、下は小学生から上は 80歳

以上の高齢者まで、幅広い世代が参加している伊
台伝統行事の一つです。大会に向けて定期的な練
習会があるなど、熱心に取り組んでおり、伝統文
化継承の一役を担っています。 

伊台公民館 松組分館 

百人一首かるた会 

会 長  池内 勝人 

２ 久 米 

廃園になったみかん山の活用について 

 平成 16 年より、安全安心の観点から問題とな
ってきた耕作放棄山林を、住民の力で開墾整備す
ることによって、郷土に愛着をもつ「社会力」の
ある市民の育成に努めています。現在ではハニワ
群のある名所となっています。 

久米公民館 

公民館長  安永 耕造 

３ 素 鵞 

どろんこ運動会 

毎年、素鵞地区において、会員の田植え前の水
田をお借りして「どろんこ運動会」を開催してい
ます。“尻尾とり競技”や“うなぎつかみ”など
地域の子どもたちが泥だらけになって奮闘して
います。 

素鵞公民館 がちょうの会 

会 長  黒川 勝博 

４ 新 玉 

子どもたちと公民館 そして、の・ボール野球へ 

 子どもたちの公民館の各種行事への参加を通
して、強く、たくましく、独創性を持った子ども
たちを育み、地域の中の子どもたちの自覚を深め
させるとともに、地域一丸となったまちづくりの
取り組みについて報告いたします。 

新玉公民館 

公民館長  田村 昭久 

５ 宮 前 

公民館は住民のサロンの場 

「公民館は地域住民の交流の場」とし、町内の
人たちがカラオケ、健康麻雀、卓球等の様々な 
クラブ活動を行っています。また高齢者の勉強
会、健康ウォ―クなどを実践することにより、知
り合いの輪が広がる町にしていこうと頑張って
います。 

宮前公民館 中須賀分館 

分館長  清水 周策 

６ 難 波 

住民主体の地域づくりを目指す公民館活動 
 
「連帯意識の高揚、健康寿命の延伸、災害に強

い地域づくり、地元文化の継承」等の推進を図り、
「住んで良かった難波づくり」を目指した活動に
ついて報告します。 

難波公民館 

公民館長  森野 孝則 

 


